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台湾北部淡水地区の烏頭道士の功徳儀礼

山　田　明　広

The Daoist Ritual of Merit  
in the Tamsui District in Northern Taiwan

YAMADA Akihiro

	 The Daoist masters of the Orthodox Unity lineage distributed across Taiwan 
can be divided into broadly two types: the Black-head Daoist masters who perform 
both the living and deceased salvation rituals and the Red-head Daoist masters 
who only perform living salvation rituals and do not perform deceased salvation 
rituals. The former is distributed mainly in central and southern Taiwan and the 
latter in central and northern Taiwan, but the former is also present in small 
numbers in northern Taiwan.� 	
	 In this paper, among the Black-head Daoist masters distributed in the northern 
section of Taiwan, those mainly active in the Tamsui District are covered, and 
based on the author's field survey, a rudimentary examination was conducted 
exclusively on the deceased salvation ritual, “The Ritual of Merit” among the rituals 
they perform.� 	
	 First, an explanation is provided for the denominations, functions, and distribu-
tion of the Taiwanese Daoist, followed by an overview presented on the current 
situation of the Black-head Daoist masters in the Tamsui District. After demon-
strating the program structure of the Ritual of Merit performed, the implementa-
tion method of each ritual is described with comparisons to similar rituals in 
southern Taiwan as appropriate. Finally, the characteristics of the Daoist Ritual of 
Merit in the Tamsui District are examined.

キーワード：台湾北部（Northern Taiwan）、烏頭道士（Black-head Daoist masters）、
淡水地域（the Tamsui District）、功徳儀礼（the Ritual of Merit）
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1 　はじめに

　現在、台湾で道教儀礼の執行を担っている道士たちは、主に台湾中北部に分布する「紅頭道

士」と主に台湾中南部に分布する「烏頭道士」の二種類に大別することができる。両者はその

伝統から判断すると、いずれも道教史上「正一派」と呼ばれる教派に分類することができるが、

しかし、両者の間には、烏頭道士は死者救済儀礼と生者救済儀礼のいずれも行うが、紅頭道士

は生者救済儀礼のみしか行わないといった極めて鮮明な職能上の差異が見られる1）。一方、同種

に分類される道士であっても、その居住する地域が異なれば、その儀礼の構成や実施方法、儀

礼文書、歌、音楽などが異なる場合が多い。

　台湾の道士の分布について詳しく見てみると、主に台湾中南部に分布している「烏頭道士」

は、実際には、中南部に比べてかなり少数ではあるものの、新北市、桃園市、新竹県市、苗栗

県といった台湾北部地域にも分布している。先行研究2）および筆者の経験によると、台湾北部

地域の烏頭道士の儀礼は、台湾中南部のものとは多くの点で異なっており、十分研究に値する

ものであると思われる。しかし、そのマイナー性のためか、学術界においてはあまり注目され

ておらず、その先行研究も決して多くはない。

　筆者自身も、これまで、台南及び高雄・屏東地区を中心とする台湾南部地域および鹿港地区

を中心とする台湾中部地域の烏頭道士の儀礼についてはいくつか研究報告を行ってきた3）が、台

湾北部地域の烏頭道士の儀礼については、その存在を認識していながらも、なかなか調査する

機会に恵まれなかったこともあり、いまだ手つかずのままであった。しかし、幸いにも、「台湾

 1）	 台湾道教の教派の分類およびその職能と分布については、謝聡輝・呉永猛共著『台湾民間信仰儀式』（国
立空中大学、2005年）、10-13頁、および李豊楙・謝聡輝合著『台湾斎醮』（国立伝統芸術中心籌備処、2001
年）、20-31頁参照。

 2）	 台湾北部地域の烏頭道士の道教儀礼に関する先行研究を挙げると、たとえば、新竹市のものついては、
Michael R. Saso『荘林続道蔵』（成文出版社、1975年）、同『道教秘訣集成』（龍溪書舎、1978年）、Id., 
Teachings of Taoist Master Chuang, Yale University Press, 1978、呉政樺『新竹道教靈寶拔度儀式之研究
―以靈真壇為中心』（玄奘大学宗教学系碩士論文、2013年）があり、淡水地区のものについては、蕭進銘

「淡水靈寶道壇的功德儀式―以混玄壇為核心的探討」（『民俗曲芸』第173期、2011年）がある。
 3）	 例えば、台湾南部地域の烏頭道士の儀礼については、拙稿「道教の功德儀禮の科儀について―臺南市

の一朝宿啓の功德を例として―」（麥谷邦夫編『三教交渉論叢』京都大学人文科学研究所、2005年）、同
「臺灣南部地域の放赦科儀について―高雄・屏東地域の放赦科儀を中心に―」（『東方宗教』第109号、
2007年）、同「臺灣道教儀式文書之差異―臺南與高屏地區的比較」（徐興慶編『東亞文化交流與經典詮釋』
臺大出版中心、2008年）などといった研究報告を、台湾中部地域の烏頭道士の儀礼については、同「台湾
鹿港地域の道教式功徳儀礼について」（『関西大学中国文学会紀要』第37号、2016年）などといった研究報
告をこれまで発表している。
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北部地域の烏頭道士の道教儀礼の調査・研究」をテーマに日本学術振興会2017年度～2019年度

科学研究費補助金・基盤研究 C を受給することができ、当該儀礼を何度か調査する機会に恵ま

れた。

　そこで、本稿では、このような台湾北部地域に分布している烏頭道士のうち、主として新北

市淡水地区で活動している烏頭道士に着目し、彼らが行う儀礼の中でも最も主たるものである

死者救済儀礼、すなわち「功徳儀礼」を取り上げ、筆者の現地調査に基づきつつ初歩的な考察

を行いたい。

2 　淡水地区の烏頭道士の活動状況と置かれている状況

　淡水地区は、台湾北部の他の多くの地区が紅頭道士を主としているのとは異なり、清代半ば

に漢人が移り住んできて以降、一貫して烏頭道士を主としており、その状況は現在も続いてい

る4）。したがって、同地区における道教儀礼は、その多くが同地区の烏頭道士によって担われて

いる。しかし、同地区の廟における建醮などはその数が極めて限られているため、彼らは、そ

の実、普度と功徳儀礼がその生計を支える主な手段となっている。

　生者救済儀礼についてさらに述べると、前述のように、台湾北部地域は紅頭道士が主で、紅

頭道士はもともと建醮を中心とする生者救済儀礼に長けているため、また台湾北部では死者救

済儀礼を行う烏頭道士はしばしば不浄と見なされているため、台湾北部地域の多くの廟は、自

廟の建醮の執行を専ら紅頭道士に依頼しているのが実情である5）。そのため、淡水地区の烏頭道

士は、廟の建醮の依頼を得る機会がかなり乏しく、多くがこれまで廟の建醮を行った経験に乏

しいかほぼ皆無となっている。そして、比較的若い世代の道士には建醮に関わる科儀の実施方

法などが伝えられていないといった状況にもなっている。したがって、彼らが行う生者救済儀

礼は、今や補運6）や祭解7）などといった小法事のみというのが現状である8）。

 4）	 真理大學宗教文化與資訊管理學系「淡水道教的源流與内涵：台灣及淡水道教的主要内涵」、『神之源、神
之緣：淡水宗教聯合網』、2019年、https://tsreligion.au.edu.tw/p/403-1077-111874.php?Lang=zh-tw（2021年
2 月15日閲覧）。

 5）	 蕭進銘注 2 前掲論文、245頁。
 6）	 補運については、許麗玲「台灣北部紅頭法師法場補運儀式」（『民俗曲芸』105期、1997年）および松本浩

一「台湾北部紅頭道士の補運」（福井文雅博士古稀・退職記念論集刊行会編『福井文雅博士古稀記念論集：
アジア文化の思想と儀礼』春秋社、2005年）参照。

 7）	 祭解とは、その年の12支と自分の生まれた年の12支の関係により、トラブルが起こる懸念のある煞神（凶
神）を祭り、退くよう祈願する儀式のこと。詳細は、松本浩一「台湾北部紅頭道士の祭解」（坂出祥伸先生
退休記念論集刊行会編『中国思想における身体：坂出祥伸先生退休記念論集』東方書店、2004年）参照。

 8）	 蕭進銘注 2 前掲論文、245頁。
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　死者救済儀礼についても、台湾北部地域の道教の主流である紅頭道士が死者救済儀礼を行わ

ないため、民間仏教である釈教が台湾北部地域の死者救済儀礼の大部分を担っており、台湾北

部地域で人が亡くなった場合、釈教の香花和尚9）に依頼するのが一般的にさえなっている。し

たがって、淡水地区の烏頭道士は淡水地区以外の地域から死者救済儀礼の依頼を受けることは

極めて難しく、さらに淡水地区でも釈教の香花和尚は活動しているため、彼らと常に競争をし

ているような状況にある10）。

　このように、淡水地区の烏頭道士は、紅頭道士との競争にも、釈教の香花和尚との競争にも

常にさらされており、このままでは、近い将来消失してしまう恐れがある。したがって、淡水

地区の烏頭道士の研究は、今の間しか行うことのできない急務と言いうるものであろう。

3 　淡水地区の烏頭道士の功徳儀礼の事例

　本稿の主な考察の対象である淡水地区の烏頭道士の功徳儀礼については、筆者は2018年より

調査・研究し始め、これまですでに 3 例ほど調査している11）。そのうち、最初から最後までほぼ

欠くことなく調査することができ、かつ資料が比較的そろっているのは、以下の 1 例となる。

ここで、その事例（以下、「事例 A」と称する）について、いくつか資料を示しておきたい。

　まず、実施場所や実施日などの基礎資料を提示すると以下のようになる。

〇事例 A

　功徳儀礼の種類：出殯一天功徳

　実　施　日：2018年 8 月17日～18日（旧暦 7 月 7 日～ 8 日）

　実 施 場 所：台湾新北市淡水区中正路

　救済の対象：正薦 1 名、副薦15名12）

 9）	 釈教およびその宗教職能者である香花和尚については、楊士賢『台灣釋教喪葬拔渡法事及其民間文學研
究：以閩南釋教系統為例』（博揚文化事業有限公司、2016年）参照。

10）	 真理大學宗教文化與資訊管理學系注 4 前掲サイト、「淡水道教的源流與内涵：淡水道教的主要内涵及其概
況」（2021年 2 月15日閲覧）

11）	 筆者がこれまでに調査し得た淡水地区の烏頭道士の功徳儀礼に関する 3 つの事例について、本文中で示
した事例 A 以外のものの基礎データを示すと、以下のようになる。事例 B：台湾新北市淡水区新民街三七
功徳（日時：2018年 3 月20日～21日、主持道長：淡水混玄壇・張嘉霖道長）、事例 C：台湾新北市淡水区正
興宮出殯功徳（日時：2019年11月22日～23日、主持道長：淡水混玄壇・張嘉霖道長）。

12）	 正薦とは功徳儀礼の主な救済の対象で、普通は一連の喪葬儀礼を行って新たに葬られんとする者がこれ
に当たる。付薦とは、正薦の一族のうち、正薦以前に死亡した者で、まだ功徳儀礼が行われていない、あ
るいは改めて行うなどの理由で正薦と同時に救済される者のことである。
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　主 宰 道 長：淡水混玄壇・張嘉霖道長13）

　次に、本功徳儀礼の程序（プログラム）を示すと、以下の表 1 のようになる。

表 1：台湾新北市淡水区中正路一天出殯功徳（2018年 8月17日～18日）の程序

科儀名 使用された科儀書 時間
8 月17日（旧暦 7 月 7 日）

① 起鼓 無し 20：48～20：54
② 発表 『霊宝発表科儀』 20：58～21：31

③ 啓聖
（見霊）

『霊宝啓聖科儀』 21：31～22：03
（22：21～22：27）

④ 引魂 無し 22：03～22：18
⑤ 沐浴 無し 22：18～22：21

⑥ 滅罪宝懺上巻
（見霊）

『霊宝慈悲滅罪宝懺』巻上 22：33～22：51
（22：48～22：51）

⑦ 滅罪宝懺中巻
（見霊）

『霊宝慈悲滅罪宝懺』巻中 22：51～23：06
（23：04～23：06）

⑧ 滅罪宝懺下巻
（見霊）

『霊宝慈悲滅罪宝懺』巻下 23：06～23：27
（23：24～23：26）

8 月18日（旧暦 7 月 8 日）

⑨ 献供
（見霊）

無し 13：27～13：46
（13：36～13：43）

⑩ 祭祖 無し 14：14～14：27
⑪ 閙庁 無し 14：35～14：37

⑫
度人対巻

（見霊）

『霊宝無量度人玉籙宝巻』 14：40～15：31
15：41～16：13

（16：12～ 16：13）
⑬ 開光 無し 16：21～16：26
⑭ 解結 無し 16：26～16：38
⑮ 犒軍 無し 16：34～16：41
⑯ 過橋 無し 16：45～16：59
⑰ 普施 無し 17：01～17：17

⑱ 放赦
（見霊）

無し 17：31～18：02
（17：59～18：01）

⑲ 閙庁 無し 19：33～19：38
⑳ 薦祖・教嫺 無し 19：41～20：21
㉑ 給牒 無し 20：22～20：45
㉒ 謝壇 無し 20：52～20：57
㉓ 填庫・焚霊厝 無し 21：50～22：03

13）	 淡水混玄壇および張嘉霖道長については、蕭進銘注 2 前掲論文、246-248頁参照
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　最後に、本功徳儀礼の儀礼空間図を示すと以下の図 1 のようになる。

元始天尊

普化天尊 三清壇 救苦天尊

第六殿変城明王 第一殿秦広明王

第七殿泰山明王 第二殿楚江明王

第八殿平政明王 第三殿宋帝明王

第九殿都市明王 第四殿伍官明王

第十殿転輪明王 第五殿閻羅天子

三界側

紙厝

  紙 

道徳天尊 霊宝天尊

洞案

道壇外の空間

霊
堂

紙厝

厝

紙
厝

紙
厝

図 1：台湾新北市淡水区中正路一天出殯功徳の儀礼空間図

4 　淡水地区の烏頭道士の功徳儀礼の実施法

　ここからは、表 1 で示した程序の順に従って各儀式の実施法を具体的に描写することで、淡

水地区の烏頭道士の功徳儀礼はいかなるものであるのか見てみたい。

①起鼓

　まず、最初に、「起鼓」が行われた。「起鼓」とは、儀礼開始の合図として太鼓を叩くことを

意味するが、実際には太鼓を叩くだけではなく、他の楽器の演奏も伴われる。儀礼開始の合図

を行うという効果があるだけでなく、音楽の演奏と爆竹により大きな音を出すことで儀礼を行

う場である「道壇」内の邪を祓うといった効果も期待できるという14）。

　本事例では、最初に、道士 1 名が、火をつけた金紙を道壇内の洞案上や儀礼で使用する各楽

器上など様々な場所で揺り動かすことで道壇内を浄化した。続いて、楽師 1 名が、ゆっくりと

14）	 浅野春二『飛翔天界 道士の技法』（春秋社、2003年）、63-64頁参照。また、筆者が2015年 8 月27日～28日
にかけて台湾彰化県北斗鎮奠安宮で調査した普度法会においては「起鼓押煞」とされていたことからも「起
鼓」には「押煞（邪を祓う）」という効果が想定されていると考えられる。
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した速度から急激に速く太鼓を叩くということを 3 回ほど繰り返し、その後、楽師 2 名による

嗩吶（＝チャルメラ）の演奏と楽師 1 名による銅鑼の演奏が加わって、北管音楽のうちの「福

禄寿（三仙祝寿）」がおよそ 5 分間演奏され、本儀式は終了した。

②発表

　次に、道壇の三界側で外に向かって「発表」が行われた。この「発表」とは、使者となる官

将らを道壇へと召請し、儀礼の主旨等を記した文書を天上や在地の神々のもとへと送り届けさ

せるといった内容のもので、本功徳儀礼に関係する神々に儀礼の開始を通知する儀式のことで

ある。

　まず、高功15）が浄水に浸した葉を洞案上の水盂の中から取り出し、それを用いて手に持った

三本の香に向かって空中に「一心」と描きながら浄水を散布することで、香を浄化した。続い

て、両手で香を捧げ持って一度礼拝した後、その香を用いて地面に置いてある拝墊（跪拝時に

膝の下に敷くもの）に向かって空中に密呪を描くことにより拝墊を浄化し、終わると再度両手

で香を捧げ持って一度礼拝した上で、上香した。その後、拝墊上にて三叩礼拝を行い、礼拝が

終わると身を起こして洞案上の手炉を手に執り、両手で捧げ持ちながら一度礼拝した。ここま

では、いわば開始の所作であり、他の儀式においても見られうるものである。この所作以降、

本格的に本儀式が行われた。

　本儀式において使用された科儀書である『霊宝発表科儀』によれば、本儀式は、およそ以下

のような内容となる。まず、「歩虚16）」を吟唱し、続いて、太一救苦天尊を讃える詞を吟唱する。

その後、符使を迎えるに当たり雑穢を潔浄すべきといった内容の一説を読誦してから、三浄呪

（浄心神呪、浄口神呪、浄身神呪）および浄天地神呪を唱え、水盂の中から浄水に浸した葉を取

り出し、高功の前後に浄水を撒くことで、壇を浄化する。このようにして使者を壇へと迎える

15）	 儀式における道士の役割を表す名称。「高功」は、儀式を中心になって行う道士のことを指し、主要な科
儀においては道長が務めるが、それ以外では必ずしも道長が務めるとは限らない。その他、「都講」、「副
講」、「引班」、「侍香」があり、「都講」は儀礼全体の調整を、「副講」は疏文の管理を、「引班」は道士団の
先導役および法会の依頼主の世話役を行う者を、「侍香」は香や灯の管理に当たる者を指す。また、儀式を
行う際には、役割に応じてそれぞれ立ち位置が決まっており、「高功」洞案に対して中央に、「都講」はそ
の左隣に、「副講」は右隣に、「引班」は「都講」の左隣に、「侍香」は「副講」の右隣に立ち儀式を行う。
大淵忍爾『中国人の宗教儀礼 仏教・道教・民間信仰』（福武書店、1983年）、200-201頁参照。

16）	 ここで吟唱された「歩虚」の内容は、「大道洞玄虚、有念無不啓、煉質登仙眞、遂成金剛軆、超度三界
難、地獄五苦解、悉歸太上經、靜念稽首禮」となる。このような内容のものは、古くは劉宋の道士・陸修
静撰『太上洞玄霊宝授度儀』（『道蔵』SN528）において、「北向頌礼経頌三首」の第三首として見られ、後
に「三啓頌」の第 3 首として唐・宋の道経中によく見られるようになる。
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準備を整えてから、直符使者、召魂使者、功曹使者、官将吏兵、城隍、土地神などの使者や神々

が壇へと降臨するよう三度に渡って奉請し、上香・三献酒を行ってこれらの使者や神々を労

う17）。その後、高功が浄水を表盤に載せた表文に振り撒くことで表文を浄化し、遺族の代表の者

に手渡して拝させてから、高功が本功徳儀礼の目的等を述べた手疏を、続いて副講が使者らに

命令するための関文を宣読する。そして、使者らに派遣先で行うべきことを説き、最後に、表

文および関文を焚火するとともに、使者らを天上へと派遣し、天上の神々に対して表文を送り

届けさせることで、儀式が終了した。

③啓聖

　「発表」の後、すぐさま道壇の三清側へと移動し、休むことなく「啓聖」が行われた。「啓聖」

とは、儀礼に関係する神々を壇へと来臨するよう請願する儀式のことである。召請する神々は、

三清等高位の神々を除くと、太一救苦天尊や酆都大帝、十殿冥王など死者に関連する神々が中

心となる。本儀式では道壇三清側での儀式が一旦終了した後、「引魂」および「沐浴」を挟ん

で、亡魂を招き遺族と亡魂を会わせるという意義を持つ「見霊」が行われた。

④引魂

　「啓聖」が行われた後、引き続いて「引魂」が道壇外の空間にて行われた。この「引魂」と

は、救済しようとする亡魂を儀礼の場へと呼びよせることを目的とした儀式である。

　本事例では、まず、亡魂を象徴する魂身と香炉が、道士の持つ道旛によって先導されつつ遺

族らにより霊厝から会場に設けられた卓上まで移された。そして、道士と遺族らがこの卓前ま

で至ると、儀式はすぐに開始された。まず、引班と侍香が道旛を振る中、高功が科文を歌うこ

とで、引魂使者と引魂童子を召請し、本功徳儀礼により救済しようとする亡魂および祖先を儀

礼を行う壇へと順次引き連れて来るよう請願した。引き続いて、高功が、これらの亡魂および

祖先の名前を一人一人読み上げ、すべて読み上げ終わると、遺族の代表の者に、卓前にて跪い

たまま硬化 2 枚を投げさせた。これにより、亡魂および祖先が儀礼の場まで本当に来たかどう

か確認するのである。この方法は、基本的には筶と同じで、 2 枚の硬貨のうち、一方が表、一

方が裏となれば亡魂および祖先が儀礼の場まで来たということになる。そして、そうなるまで

何度も遺族の代表者に投げさせるのである。本事例では、亡魂および祖先の全員が儀礼の場ま

17）	 ただし、実際には、道士や遺族たちによって象徴的に献酒が行われたわけではなく、ただ、手炉を両手
に捧げ持った功高が礼拝してから科儀書の初献、再献、三献に当たる部分を読誦するのみであった。
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で来たとなるまで 3 度ほど遺族の代表の者に硬貨を投げさせ、全員来たことが分かると、遺族

の代表の者に三奠酒を行わせて儀式が終了した。

⑤沐浴

　「引魂」が終了すると、引き続き、道壇外の空間にて「沐浴」が行われた。「沐浴」とは、地

獄から呼び寄せた亡魂に、髪と体を洗わせる儀式のことである。

　本事例では、まず、椅子が用意され、椅子の下には水を張りタオルを入れた洗面器が、椅子

の上には先祖や亡魂を象徴する香炉が置かれた。椅子の下のものは亡魂が沐浴するためのもの

であり、椅子の上のものは亡魂そのものを表す。椅子の周囲を新品の蓆で取り囲んで即席の浴

室を作り、道旛を高く掲げてその先を蓆で作った浴室の中へと入れた。道旛は召魂の機能を有

するが、こうすることで、祖先や亡魂が浴室へと入り、体を洗うことができるようになるので

ある。正薦用の浴室と副薦用の浴室を分けるため、本事例ではこのようなものが 2 つ用意され

た。準備が整うと、道士は、まず、水盂の中から浄水を浸した葉を取り出し、蓆で作った浴室

の中に浄水を振り入れ、浄化した。次に、火の点いた香を用いて蓆の中に密呪を書き、さらに、

火の点いた金紙を用いても密呪を書き、最後に蓆の上で手印を結んで、儀式は終了した。終了

後、霊厝前へと戻り「③啓聖」の「見霊」が行われ、これにより第 1 日目が終了した。

⑥～⑧滅罪宝懺

　第 2 日目は、午前中は告別式および安葬が行われ、功徳儀礼自体は午後から開始された。こ

の日は、まず、道壇の三清側にて「滅罪宝懺」が行われた。この「滅罪宝懺」では、道士たち

による『慈悲滅罪宝懺』の読誦が行われたが、この宝懺は上、中、下巻の三巻あるため、道士

一人が一巻を読誦するごとに休憩を挟み、三度に渡って行われた。道士たちは、この宝懺の読

誦を通して功徳を得、後の「見霊」においてその功徳を亡魂へと回向するのである。最後の下

巻の「見霊」において、亡魂宛ての牒文一通が遺族の代表の者により拝され、焚化されたが、

これは亡魂が功徳を受け取ったことの証明となるものである。

⑨献供

　続いて、道壇の三清側にて「献供」が行われた。「献供」とは、召請してきた神々に対して供

物を捧げることで、神々の加護に対する謝意を示すための儀式のこと。功徳儀礼の場合は、さ

らに後の「見霊」にて亡魂に対しても供物を捧げる。

　本事例においては、まず、高功が前述の開始の所作を行うことで儀式が開始され、その後、



150

起讃詞を歌ってから、供物が神々に対して捧げられ始めた。道士らが供物を神々に対して捧げ

る様子は、およそ以下のようであった。まず、高功が、最初に香炉に浄水を振り撒くことによ

り香炉を浄化し、その後、両手で捧げ持って三清に向かって礼拝してから儀式に参加している

遺族に手渡し、遺族らに順に拝させた。次に、洞案上に置かれていた酒、茶、菓、食、宝など

の供物についても、同じように、まず浄水により浄化してから両手で捧げ持って三清に向かっ

て礼拝し、その後、遺族らに拝させた。最後に、「九陳妙供」と書かれた方函と金紙を載せた盤

に対しても同じことを行い、遺族らが拝している間に、高功は指を三台の状態にして食（米飯）

を持ちつつ眼前にて指で密字を描き、神前に供えた。このようにして神々に対し供物を捧げた

後、手疏を宣読し、しばらく科文を唱えると、霊堂（霊厝前）へと移動し、「見霊」が行われ

た。「見霊」では、まず、高功が掌に密字を描き碗に入った水に対して手印を施すことで浄水を

造り、さらに食（米飯）に対しても手印を施し、眼前で持して存想することで食を無限に増や

す「化食」を行い、それから、霊厝に向かって食を投げることで、亡魂らに食を与えた。その

後、手元に残っている食に箸を挿し立て、先ほどの浄水をかけ、遺族らに拝させ、それから、

準備した供物を浄水にて浄化し礼拝してから遺族らに拝させたが、これらを行うことで、亡魂

に対しても供物が捧げられた。遺族にすべての供物を拝させると、道士たちは洞案へと戻り、

神々に対して礼拝を行うことで儀式は終了した。

⑩祭祖

　続いて、道壇外の空間にて、「祭祖」が行われた。「祭祖」とは、救済の対象となる祖先の霊

に対して多くの供物を備え、深々と叩頭して礼拝し、さらに三奠酒を行うことにより、祖先に

対する尊敬と追慕の念を示すための儀式のことである。通常、道士ではなく、葬儀会社の礼儀

師の主導により執り行われる。

　本事例では、まず、卓上に供物が準備され、さらにその奥に祖先を象徴する魂身が並べられ

た。そして、正薦との親疎の関係が同じ者どうしが呼ばれてこの卓前に並び、⑴三上香、⑵一

拝、⑶三跪拝、⑷三奠酒、⑸三跪拝、⑹一歩退いて三跪拝をこの順で行った。この一連の動作

は、正薦との関係性が親しい者から遠い者の順に繰り返し行われ、やっていない者がいなくな

るまで続けられた。この「祭祖」は、淡水地区の功徳儀礼においては必ず行うべきとされてお

り、また、高雄・屏東地域の功徳儀礼においても同様の儀式がしばしば見られるが、その他の

地域においてはあまり見られないようである。
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⑫度人対巻

　次に、道壇内にて「度人対巻」が行われた。「対巻」とは、道士が向かい合って経典を読誦す

るという形式の儀式のことで、淡水地区では、通常、『霊宝無量玉籙度人宝巻』の読誦がこの

「対巻」という形式にて行われる。

　本事例において、この儀式は、 4 名の道士が 2 名ずつ、それぞれ三清側の洞案および三界側

の儀卓に向かい合って座し『霊宝無量玉籙度人宝巻』を読誦するという形式で行われた。ただ、

本宝巻はかなり分量が多いものであるため、途中に休憩を挟み 2 度に渡って行われた。前述の

「滅罪宝懺」同様、本儀式も宝巻の読誦により道士が功徳を得、その功徳を後の「見霊」におい

て亡魂に回向するといったものであるため、「見霊」において、亡魂が功徳を受け取ったことの

証明となる牒文一通が遺族の代表の者により拝され、焚化された。また、本宝巻は、『霊宝無量

度人経』や『太一救苦天尊説救苦妙経』などといった霊宝経および太一救苦天尊関連経典数種

を部分的に取り入れることによって成っているようで、したがって、本宝巻の読誦には、亡魂

に罪を懺悔させ、経を聞き法を受けさせることで、救苦天尊による救済を受けさせるといった

意味もあるようである18）。筆者の経験によると、このような「対巻」は、淡水地区の功徳儀礼の

みならず、他の地域の功徳儀礼においても見られるようで、例えば、台南地域では『太上洞玄

救苦宝巻』が、台湾中部の鹿港地区では『太上洞玄霊宝無量度人妙経全巻』が対巻という形式

をとって行われている。

⑬開光

　続いて、道壇の三清側にて「開光」が行われた。「開光」とは亡魂のために暗黒と汚穢を駆逐

し、光明を増すよう神々に祈願する儀式のことで、神像等に魂を吹き込むことを目的に行われ

る開光とはその意味や内容が大きく異なる。

　本事例では、まず、道士 1 名が壇内の五方それぞれで手に道旛を持って礼拝することで神々

を召請した。その後、遺族の代表の者に道旛を手渡して洞案前へと戻り、しばらく帝鐘を振り

鳴らしながら経文を唱えてから、金古紙を巻いて筆状にしたものに火を点け、三清に向かって

空中に密字を描き、さらに、振り返って三界側の卓上の魂身に対しても密字を描くということ

が 7 回続けて行われた。この動作には、神々の光明を引き入れ、その神々の光明を亡魂に加持

するという意味があるようである19）。この後、魂身に対して種々の手印を示すことで儀式は終了

18）	 蕭進銘注 2 前掲論文、264頁。
19）	 蕭進銘注 2 前掲論文、265頁。
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した。この科儀は、台湾南部の烏頭道士の功徳儀礼中には見られないものの、台湾北部の釈教

の功徳儀礼においては同様のものが見られるようである。

⑭解結

　「開光」が終了すると、引き続いて「解結」が道壇の三界側にて行われた。この「解結」は、

台湾中南部地域の烏頭道士が行う功徳儀礼においても見られるものであるが、淡水地区で見ら

れるものは台湾中南部地域で見られるものとは目的や内容がいくらか異なる。まず、台湾中南

部地域で見られるものは、亡者が生前に犯した種々の過ちを赦すとともに、亡魂に49種の善願

を発させて、それらが全て成就したこととなるよう神々に祈願するといった内容・目的のもの

である。一方、淡水地区で見られるものは、亡者が生前に犯した種々の過ちを赦すとともに、

神々に対して行った善願のうち実現できなかった願を大目にみて、水に流すよう、台湾全土各

地の神々に対して希求するといった内容・目的のものである20）。

　淡水地区の「解結」は、このように台湾全土各地の神々に対して希求するため、儀式を実行

するに際しては、まず台湾全土の重要な宮廟に祀られる神々の名称、例えば、艋舺龍山寺の観

世音菩薩や北港朝天宮の媽祖などが一つ一つ唱えられる。そして、これが終わると、道士は、

亡者が生前に神々に対して行った善願のうち実現できなかった願を大目にみて水に流すととも

に、亡魂の生前の罪過を赦すようこれらの神々に祈願する。こうして科文を唱え終わると、道

士は振り返って三清側へと進み、洞案上の木魚と玉磬をそれぞれ一度叩いてからまた三界側へ

と戻り、今度は卓上の五色の紐を手に取り、一方を道士が、もう一方を遺族一人一人が持ち、

遺族に引っ張らせる。こうすることで、罪を解くということを象徴的に表現するが、これも淡

水地区にのみ見られる独特な点である。この後、道士が三清側および三界側にて一度ずつ礼拝

して儀式が終了した。

⑮犒軍

　道壇内にて「解結」が行われている間に、本功徳儀礼のために特別に設けられた厨房の前に

て「犒軍」が行われた。「犒軍」とは大衆爺の兵将の労をねぎらうために食べ物の施しを行う儀

式のことである。

　本事例では、まず、事前に供物を卓上に並べるなどの準備が行われた。その後、大衆爺の神

像が卓上へと迎えられ置かれた。本儀礼において施しの対象となるのは、大衆爺の兵将である

20）	 蕭進銘注 2 前掲論文、265-266頁。
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ため、最初に大衆爺を迎えておくようである。もし、本功徳儀礼において、大衆爺を迎えてい

ない場合は、行う必要がないとされる21）。準備が整うと、道士 1 名が道袍や海青などといった道

服を身に着けず、頭に網巾だけを着けた姿で卓前に立ち、帝鐘を鳴らしながら呪言を唱えた。

6 分ほど呪言が唱えられることで、本儀式は終了した。

⑯過橋

　続いて、道壇内にて「過橋」が行われた。この「過橋」とは、太一救苦天尊、観音菩薩、地

蔵菩薩の先導の下、亡魂に危険な橋梁などを渡らせ、最後に奈河橋を渡らせることで、亡魂を

昇仙へと導く儀式のことである22）。

　本事例では、まず、魂身を置いてある卓の下に七星灯と水を張った盥が準備された。水を張

った盥は地府の溝を、七星灯は亡魂のための照明であるという。さらに、卓前の地面にはは白

布をかけた木箱が置かれ、その上にさらに、香を挿した果物および豚肉、卵、紅亀からなる三

牲が供物として準備された。この木箱は本儀式において亡魂が渡る奈何橋を象徴するものであ

る。儀式は、道士 1 名により執り行われた。まず、道壇の三清側にて科文を唱えつつ三清、救

苦天尊、普化天尊および三界に向かって礼拝し、それから、浄水を撒くことで壇を浄化した。

その後、道旛を手に持った状態で楽師と交互に歌うことで、観音や地蔵菩薩などの神々を召請

し、亡魂を先導して地府中の危険な橋梁や丘陵を通過させる様子が述べられたが、途中、亡魂

が何らかの橋梁へと至ると、道士が「過橋」と歌ったのに続いて儀式に参加している遺族らも

「過橋」と叫ぶということが行われた。そして、道士が火を点けた紙銭を奈何橋を象徴する木箱

にかざして浄化し、道旛を手に持った状態で道壇の各方に対して礼拝すると、遺族らに亡魂を

象徴する魂帛や香炉を持たせてから、遺族らを先導して木箱、すなわち奈何橋を渡るといった

ことが行われた。木箱を三度渡り終えると、遺族らに魂帛や香炉を卓上に戻させ、最後に道壇

の三清側にて科文を唱えつつ礼拝することで儀式は終了した。この科儀は、亡魂を昇仙へと導

くための重要な科儀の一つで、他の地域の功徳儀礼においても見られうるものであるが、橋を

三度渡るという点は少なくとも台南地域や高雄・屏東地域のものと共通している。しかし、唱

えられる内容や実施方法についてはそれぞれ大きく異なっていると言えよう。

21）	 蕭進銘注 2 前掲論文、265頁。
22）	 蕭進銘注 2 前掲論文、266頁。
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⑰普施

　「犒軍」が終了してしばらくしてから、「犒軍」と同じ場所にて「普施」が行われた。「普施」

とは、孤魂野鬼に対して食べ物の施しを行う儀式のことで、本稿143頁で触れた「普度」の別称

である。

　最初に、「犒軍」で用いた大衆爺の神像と三牲が徹され、代わりに香炉が置かれた。続いて、

遺族の代表の者に卓上に並べられた供物や香炉に向かって香を持った状態で拝させ、供物一つ

一つに香を挿させてから、本儀式は開始された。「犒軍」同様、道士 1 名が道服を身に着けず、

頭に網巾だけを着けた姿で卓前に立ち、帝鐘を鳴らしながら呪言を唱えるということが行われ

たが、加えて、杯に酒を注ぐということおよび遺族らに紙銭を焼かせるということも行われた。

15分ほど呪言が唱えられ、その後、供物に挿した香がすべて回収されて紙銭と一緒に焼かれる

ことで本儀式は終了した。当該地域では、功徳儀礼を行う場合、⑴孤魂野鬼が一緒に経や法を

聞いたり食べ物を受けたりしようとするため、⑵孤魂野鬼が食べ物や功徳を無理に奪うのを防

ぐため、⑶孤魂野鬼に対して食べ物の施しを行うこともまた功徳であるため、必ずこの儀式を

行う必要があるという23）。ちなみに、筆者の経験によると、功徳儀礼においてこの「普施」ない

し「普度」が行われるということは、台湾南部や中部地域など他の地域においても見られうる

ことである。

⑱放赦

　続いて、道壇外の空間にて、「放赦」が行われた。「放赦」とは、赦官に亡魂の罪を赦し地獄

から解放するよう命じる赦書を持たせて鄷都九幽府地獄まで届けさせ、亡魂を地獄から解放さ

せるための儀式のことである。

　本事例では、最初に、 4 つの脚すべての下に椅子を敷いて高くした科儀卓とその前方にもう

一つ卓が準備され、科儀卓の前には道士らが椅子に上って立ち、もう一つの卓上には魂身が置

かれた。また、遺族らは科儀卓の後ろで座って儀式を見るといった状態になった。このような

状態から儀式は開始され、おおよそ以下のような手順で進められた。⑴天上の神々に対して三

天赦書を発行するよう請願する。⑵赦官に赦書を携えて壇へと降臨するよう請う。⑶高功が赦

書の内容を逐次宣読する。⑷赦官に赦書を携えて直ちに地獄へと向かうとともに、亡者の罪は

すでに赦されたので、亡魂を解放させることを地獄の官曹らに伝えるよう請願する。途中、⑶

が終わると、遺族の代表に跪いて赦書を拝させるといったことが行われた。また、⑷の際には、

23）	 蕭進銘注 2 前掲論文、265頁。
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赦官および赦官を乗せて地獄まで行く赦馬に酒を飲ませたり、道士たちが科儀卓の周りを駆け

走って何度も回ることで、赦官と赦馬が立ち止まることなく地獄までの険しい道のりを突き進

んでいる様子を表現したりするなどして、見る者を楽しませていた。このように本儀式は、家

族が亡くなった悲しみを少しでも忘れさせる内容をも含む極めて特色のあるものであった。

⑲薦祖・教嫺

　次に、道壇外の空間にて、「薦祖」と「教嫺」が立て続けに行われた。先に行われた「薦祖」

とは中国大陸の故郷の祖先を一斉に儀礼を行う壇へと請来し、祭祀と追善供養を受けさせるた

めの儀式のことで、丁重に祖先を祀るという孝の精神がよく表されていると言いうるものであ

る24）。

　本事例では、儀式開始前に同姓の親族・一族らが供物等を持ち寄って会場へと集まり、この

儀式の準備が行われた。儀式自体は、最初は道士 3 名が儀卓の前で横並びで立ち、儀卓の両脇

ではそれぞれ 1 名の楽師が坐して、ちょうど道士と楽師らで儀卓を取り囲むような形になり、

道士らの後ろで遺族の代表が手に道旛を持って立っているという状態で、道士らが決まりきっ

た内容を歌うないし読誦するといった形式で進められたが、途中から中央に立つ高功以外の 2

名道士はその場を離れ、高功と楽師が対話するといった形式で儀式が進められた。高功と楽師

による対話形式で進められた部分では、主として、船を中国大陸の故郷へと派遣し祖先を乗せ

て儀礼を行う壇まで運んで来て祭祀と追善供養を受けさせるといった内容が閩南語の口頭語に

より話されたが、途中、アドリブにより滑稽な話が取り入れられたりもした。また、船で祖先

を運んで来ている様子を語る部分では、道士が手に道旛を持ち櫂を漕ぐような動作を行うなど、

種々の動作も効果的に加えられた25）。このように、本儀式は、見る者を楽しませ、和ませるよう

な内容となっており、家族が亡くなったという悲しみを遺族にしばらくの間だけでも忘れさせ

得るものであった。最後に、中国大陸の故郷の祖先が本当に儀礼の場までやって来たかどうか

を遺族の代表に筶を投げさせることによって確認し、聖筶が出て確認が取れると、遺族の代表

に三奠酒を行わせて儀式は終了した。本儀式は淡水地区の功徳儀礼の大きな特色の一つで、他

地域には見られないものである。

　「薦祖」の終了後、引き続き同じ場所で「教嫺」が行われた。「教嫺」とは、道士が両手に線

香を一本ずつ持ち、霊厝にて亡魂に仕える童男、童女の像の顔に当てるようにすることで童男、

24）	 蕭進銘注 2 前掲論文、269頁。
25）	 蕭進銘注 2 前掲論文、269頁。
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童女の像の開光を行うとともに、彼らに怠けたりすることのないよう誡める儀式のことであ

る26）。本事例では、「薦祖」の後半部分と同様、高功道士 1 名が儀卓の前で立ち、儀卓の両脇に

はそれぞれ楽師 1 名が坐すといった状態で、主に閩南語の口頭語を用いて行われた。本儀式も

また他地域の功徳儀礼には見られない淡水地区特有のものである。

㉑給牒

　続いて、道壇の中央に特別に設けられた卓上にて「給牒」が行われた。「給牒」とは亡魂を儀

礼を行う壇に導いて三宝（三清）を拝させるとともに、死者がこの世に生まれて来る時に天庫

より借りた庫銭を返納し終わったという証明となる「庫牒」を亡魂に給付するための儀式のこ

とである。

　本事例では、まず、子孫が亡魂のために送った陰間にて使用する銭の受領証である「庫牒単」

を道士が卓前にて宣読し、その後、卓前にて跪いて待機していた遺族の 1 人に硬貨 2 枚を投げ

させて筶と同じ要領で亡魂が銭を受け取ったかどうか確認した。硬貨の一方が表でもう一方が

裏となり、受け取ったことの確認が取れると、今度は、前述の「庫牒」および亡魂の陰間にお

ける家屋および土地の売買契約書兼保証書である「地契」を両方とも可漏（封筒）に入れ、魂

身に背の部分に置き、さらに「庫牒単」を小さく折って魂身の手に持たせた。以上のことが本

功徳儀礼により救済しようとする亡魂一人一人（本事例では合わせて16名）に対して行われた。

㉒謝壇

　次に、道壇の三清側にて「謝壇」が行われた。「謝壇」とは、本功徳儀礼に関係する神々に対

して壇へと降臨し儀礼を加護したことを感謝するとともに天上へと送り返すための儀式のこと

で、淡水地域では、「普施」や「犒軍」と同様、通常、道士 1 名により道服を身に着けず、頭に

網巾だけを着けた状態で実施される。

　本事例でも、例に漏れず、道士 1 名により頭に網巾だけを着けた状態で実施された。まず、

太鼓と嗩吶と銅鑼による音楽が演奏される中、三清に向かって帝鐘を鳴らしながら呪言が 3 分

ほど唱えられたが、これにより本功徳儀礼に関係する神々に対して感謝するということが行わ

れた。続いて、一旦儀式を中断して、洞案上の香をすべて取り払った上で、今度は三界側に向

かって帝鐘を鳴らしながら呪言が20秒ほど唱えられ、その後、水盂の中から浄水に浸された葉

が取り出されて、浄水が撒かれたが、これにより本功徳儀礼に関係する神々が送り返された。

26）	 蕭進銘注 2 前掲論文、269頁。
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最後に、水盂中の浄水がすべて地面へと撒かれることで、儀式が終了した。本儀式は、通常、

功徳儀礼の中でも最後に行われるものであるが、本事例では、会場撤営の関係上、「填庫・焚霊

厝」よりも先に行われた。

㉓填庫・焚霊厝

　最後に、別会場へと移動して、「填庫」と「焚霊厝」が行われた。「填庫」とは、庫錢を焼く

ことで亡者がこの世に生を受ける際に天庫から借り受けた借金を天庫に返納し、さらに冥界で

使用するための銭を送金するための儀式のことで、「焚霊厝」とは、亡魂があの世で使う冥宅で

ある霊厝を焼いて亡魂へと送るための儀式のことであるが、すでに安葬が終了している場合に

は、これら 2 つは基本的に同時に行われる。

　本事例では、まず、遺族全員が手に香を持って霊厝に向かって礼拝し、拝し終わると、手に

持っていた香が霊厝に挿された。続いて、霊厝および庫銭に火が点けられると、儀式が開始さ

れた。道士は、まず、霊厝および庫銭へと近寄りそれらに向かって浄水を撒き、それから、少

し離れた場所に設けられた卓のところへと戻って霊厝および庫銭に向かって帝鐘を鳴らしなが

らしばらく呪言を唱えた。途中からは、さらに卓上に置かれた糊紙製の庫官と庫夫に向かって

も呪言が唱えられたが、これにより、天庫の番人である庫官を儀礼の場へと召請し庫銭を収容

させるのである。庫官を召請した後、楽師の 1 人が、糊紙製の庫官と庫夫に対して酒を飲ませ

るようなしぐさを行い、その後、この糊神製の庫官と庫夫とともに、庫官に庫銭の搬入と管理

および借金記録の帳消しを命ずる「庫官牒」や庫官宛ての状文など関係する文書を携えて庫銭

のもとへと行き、それらを燃え盛る庫銭の中へと投じた。これにより、庫銭が無事に天庫へと

送られ、亡者がこの世に生を受ける際に天庫から借り受けた借金がすべて返済されるのである。

本事例では、途中、法師および童乩による儀式への介入が見られたが、これは、庫銭の守護と

弧魂が来て庫銭と功徳を奪うことを防ぐために遺族らが日頃信仰している廟などに依頼したも

ののようである27）。また、台湾では、安葬および尾旬の功徳儀礼が終了すると喪服を霊厝ととも

に焚火する習慣があるが、本事例でも霊厝とともに喪服や儀礼で用いた卓などが焚化された。

これにより、一連の喪葬儀礼が一段落し、平常へと戻るのである。

5 　おわりに

　以上、淡水地区の烏頭道士の功徳儀礼について、筆者が当該地区で調査した事例に依拠しつ

27）	 蕭進銘注 2 前掲論文、270頁。
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その様子を描写することで、淡水地区の烏頭道士の功徳儀礼はいかなるものであるのか、特に

功徳儀礼を構成する各儀式の実施方法という点から初歩的な分析を行った。

　本稿は、結局、淡水地区の烏頭道士の功徳儀礼の一事例を描写して紹介しただけで、特に考

察らしいことも行っていないため、結論らしいことも特には言えてない。今後、台湾中南部地

域の功徳儀礼との比較や同地域の功徳儀礼で使用する儀礼文書との比較なども行い、淡水地区

の烏頭道士の道教儀礼の特徴をより一層把握できるように努めたい。

【付記】�本稿は、日本学術振興会2017年度～2019年度科学研究費補助金・基盤研究 C「台湾北部地域の烏
頭道士の道教儀礼の調査・研究」（研究課題番号 17K02210）を得て調査・研究を行った研究成
果の一部である。


